
１ 自ら学び、個性を伸ばす生徒 〔自主〕

２ 心身ともに健康で、思いやりのある生徒 〔健康〕

３ 郷土を愛し、社会につくす生徒 〔奉仕〕

◇ ◇基本姿勢

生徒一人一人は家族にとって大切な宝であり、地域の未来にとって大きな財産である。何より、生
徒自身にとって大切な自己である。学校は生徒の自己実現を叶えさせる大切な修練の場であり、社会
からは「質の高い教育」を求められている。我々小山中教職員は「信頼」を基盤に、生徒たちが生き
生きと活動できる場を日々改善を加えながら創造し、本校ならではの知徳体のバランスのとれた教育
活動を推進するものとする。

１ 志高く、夢叶える小山中の実現

２ プロジェクト８０「名実共に小山ＮＯ１の学校として８０周年を迎えよう」

「学ぶ力を育む」 「思いやりのある豊かな心を育む」知 徳
○主体的・対話的で深い学びの実現 ○形を整える ・ 六根」の精神「

○学びの必然性を感じさせる授業改善 ○道徳教育の充実

・ 授ける授業」→「自ら学ぶ授業」 ・話し合いを重視した道徳の時間「

○小山中 学びの焦点による「メタ認知力」の向上 ・全教育活動による道徳的実践力の育成

○体験学習の充実による実感を伴った理解 ○己の心を磨く「自問清掃」

○全生徒の安心感を高める特別支援教育 ○全教育活動をとおした適切な学年間交流

○主体的な学びを支える読書活動 ○「いじめ防止アクションプラン」の推進

○学びに向かう環境づくり ○生きる力を育む特別活動

○全教育活動の基盤となる人権教育体 「健やかでたくましい心身を育む」

○教育的意義を踏まえた部活動への積極的参加

○生涯にわたり親しもうとする態度を育てる体育

･運動

学 年 学級 男 子 女 子 計○自己の健康･安全を守るために主体的に行動でき

７７ ５６ １３３る態度の育成 １ 年 ４

７５ ８１ １５６○全教育活動をとおした教育相談の適切な実施と活用 ２ 年 ５

９０ ７８ １６８○不登校の未然防止（対応策から予防策へ） ３ 年 ５

７ ５ １２○感謝の気持ちをもった「食育」の推進 特別支援 ３

計 １７ ２４９ ２２０ ４６９

新しい時代に必要となる資質･能力を

高める指導法の工夫

～｢小山中 学びの焦点」を柱にして～

学 校 課 題

学校経営方針

学校教育目標

生 徒 数
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63.11. 1 市教委「学習指導」研究校公開研究発表会
S22. 4. 1 学制改革により小山町立小山中学校創立 H 3. 2.28 移転１０周年記念式典
22. 5. 5 小山中学校開校 4. 5.19 文科省｢学校週５日制｣研究校(H4～6年度)
29. 4. 1 市制施行により小山市立小山中学校と改称 6. 3.15 格技場「清心館」竣工
30. 4. 1 学区変更(小山第二中学校分離) 7.11. 4 ｢歴史館｣完成
31. 4. 1 青少年赤十字（ＪＲＣ）加盟 8. 6.15 県教委「学校経営研究校」表彰
31.11.22 創立１０周年記念式典 9.10. 8 創立５０周年記念式典
37. 2.12 県教委｢放送教育｣研究校公開研究発表会 11. 4.27 市教委指定「先進的教育用ネットワーク
41.11.23 創立２０周年記念式典 モデル地域事業」研究校(H11～13年度)
42. 2. 9 市教委｢生徒指導｣研究校公開研究発表会 12. 4.27 市教委「学習指導」研究校(H12～13年度)
43.11. 7 県教委｢健康教育｣研究校公開研究発表会 19.10.26 創立６０周年記念式典
44. 6.20 県教委「健康優良校」表彰 23. 4.26 市教委「道徳教育」拠点校(H23～24年度)
51.10.21 県教委「進路指導」研究校公開研究発表会 24.10.17 県教委「学校経営」表彰
53.11. 2 ｢青少年赤十字活動｣研究校公開研究発表会 25. 4.22 市教委「小中一貫教育」研究校（H25～27年度）
55. 4. 1 学区変更(小山第三中学校分離) 29.10.21 創立７０周年記念式典
56. 6.30 現在地に新校舎移転竣工 31. 4. 1 コミニュティ・スクール導入
56. 9.29 県総合体育大会｢学校対抗総合優勝｣表彰 R 2. 1.24 第63回JA共済全国小中学生書道 学校賞受賞コンクール

令和３年度「頑張る学校・地域！応援プロジェクト」研究モデル校指定56.11.22 新校舎落成記念式典 R 3. 4. 1
校内施設ＬＥＤ化62.11.21 創立４０周年記念式典 R 4.12.28

□ 本校教育の現在までの積み重ねを土台として、これからを視野に入れて作成いたしました。
□ 本校ならではの教育（スクール・アイデンティティー）を、本校職員が自覚することのみならず、保護者や地域の皆様に知って
いただくことが、何より本校の学校力を向上させると考えています。

（周囲のことも含め、自ら考え、正しく判断する力）１ 自己指導能力

生徒指導の育成を核として、教育活動を展開します。

◇ 多様な他者との関わりの中での自己形成を重視し のある生徒集団を育成しています。「自治力」

◇ 「当たり前のことを当たり前に」実践し、 を目指しています。「正義が通る学校」

◇ 職員、生徒全員で、守るべき についての共通理解に努めています。ルールやマナー

◇ を充実させ、問題の早期解決を図るとともに、生活の目標や課題を捉え直す機会としています。教育相談

◇ 徹底した や季節の により、教育環境の整備に努めています。自問清掃 文化的行事の飾付け

学習指導２ 教科の枠を越えて、 に取り組みます。組織的に、学力・授業力の向上

◇ 職員が、生徒の学力向上について、 を構築しています。組織的・継続的な検証改善システム

◇ のために、本校独自の「復習シート」を活用しています。家庭学習の習慣化と基礎学力の定着

、 。◇ を充実させ 分かりやすく安心感のある授業環境を整えています通常学級における特別支援教育

◇ 学力調査や「Ｑ-Ｕ」等諸検査の し、生徒理解と評価に生かしています。客観的データを重視

生徒の主体性を生かした特別活動を中心として、 を目指します。３ よりよい集団づくり

特別活動

生徒が行事の意義を理解した上で、 をしながら向上していく過程を重視してい◇ 集団決定や自己決定

ます。
◇ し、中心となり行事にとり組んだ感動を実感させるとともに、生徒の中にリリーダーを育成

ーダーを讃える雰囲気を醸成しています。
◇ 生徒が安心と自信を得て活動できるよう、教員が をしています。発達に応じた支援

、 、 。◇ では 礼儀や責任感を重視し 先輩と後輩の尊重し合える人間関係を築いています部活動

地域連携４ 地域・保護者に応援してもらえる、 を目指します。安心・安全な学校

◇ 地域、保護者のご意見を聴取した し、組織として工夫改善に努めています。学校評価結果を重視

◇ 地域、保護者と連携して、生徒の しています。災害安全・生活安全・交通安全を確保

◇ を大切にして、学校教育目標「自主・健康・奉仕」の達成を目指し自治会やＰＴＡとのつながり

ています。

学 校 の 沿 革

小山中学校「ならでは」の特色ある教育

オンラインで行った生徒集会

授業参観

小中祭

花神隊(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ)と美化委員



３Ｆ

教材室 配膳室 資料室 Ｗ Ｃ

１－１ １－２ １－３ １－４ 音楽室Ａ 準 音楽室Ｂ学習室 生徒会室
７２㎡ ７２㎡ ７２㎡ ７２㎡ ７２㎡ ７２㎡ １１５㎡ 備 １１５㎡

室

資料室 Ｗ Ｃ

２－１ ２－２ ２－３ ２－４ ２－５進路相談室
７２㎡ ７２㎡ ７２㎡ ７２㎡ ７２㎡ ７２㎡

２Ｆ
研修室 準 パソコン室
７２㎡ 備 １１５㎡

教材室 配膳室 資料室 Ｗ Ｃ 室

３－１ ３－２ ３－３ ３－４ ３－５ 準 理科室１ 準 理科室２
７２㎡ ７２㎡ ７２㎡ ７２㎡ ７２㎡ 備 １１３㎡ 備 １１３㎡

室 室

更衣
休憩

応接室 Ｗ Ｃ
玄 関 図 書 室

事 印 校 職 員 室 放 会議室 １７３㎡
務 刷 長 １４５㎡ 送 ７２㎡
室 室 室 室 司書室

部室 機
械１Ｆ

清 心 館 ＷＣ 室 プ ー ル

４２０ ㎡ 部室 Ｗ
Ｃ

休 共同調理場 金工室 準 木工室 作
憩 備 業

２８４ ㎡ 準備室 Ｗ Ｃ １１５㎡ 室 １１５㎡ 室

第２ 歴史館 卓球室 卓球室 被服室 準 調理室 物多目 コミュニティ
歴史館 ① ② 備的室 ルーム

７２㎡ ７２㎡ ７２㎡ ７２㎡ ７２㎡ ７２㎡ １１５㎡ 室 １１５㎡ 置

ＷＣ 心の 資
料 体 育 館

相談室 Ｗ Ｃ 倉庫 教室 室 ス
テ

生 徒 ｜
保健室 美術室 準 学習室 １，２１５㎡ ジｽﾏｲﾙ ｽﾏｲﾙ ｽﾏｲﾙ学

1 2 3昇降口 備 習
室７２㎡ １０８㎡ ７２㎡ ５０㎡ 52㎡

㎡ ㎡52 52

校 地 校 舎 等
校地総面積 ３６，２８５㎡ 特別教室 ２，２６５㎡
校舎総面積 ６，７８３㎡ 体育館 １，２１５㎡
校庭総面積 １８，０１７㎡ プール ４２５㎡
普通教室 １，６５６㎡ 共同調理場 ２９６㎡

教室配置
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